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領に就任したグラント将軍が，明治政府のアドヴァイザーとして訪日し，1879 年（明治 12 年）
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しかもソネット 62 番は最初から最後まで第一人称（I）で描かれ，呼びかけとして第二人称 (you)

















































































26）梅原猛, 『うつぼ船 III 世阿弥の神秘』, (2010), p.60.
27）じっこくおさむ, 『ミャンマー物語』（三省堂）, (1995), p.221.
－ 242 －
富山大学人文学部紀要






























































































































































































































































30）梅原猛, 『うつぼ船 III 世阿弥の神秘』, (2010), p.62.
－ 248 －
富山大学人文学部紀要















31）渡辺保, 『能ナビ』, (2010), p.286.
